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専門科目の学修

法学部の学生の皆さんは，法律学科，政治経済学科，新聞学科，経営法学科，公

共政策学科の ５学科に所属しています。そしてそれぞれの学科ごとに専門的な知識

を身につけるために，専門科目の学修を行っていきます。法学部では， １年次から

総合科目や外国語科目などと並んで，専門科目が展開されており，学年が進むごと

に専門科目が占めるウェイトが高まっていくカリキュラムになっています。

専門科目は，学科ごとに，特徴ある科目が開講されていますが，Ⅴ群の専門基幹

科目，Ⅵ群の専門展開科目，Ⅶ群の専門演習関連科目に大別されます。

専門基幹科目とは，各学科における学修のうち，基幹となるべき重要な科目を意

味します。学科やコースごとに設置状況は異なっていますが，そのほとんどが「必

修」または「選択必修」となっています。まさに専門基幹科目は，各学科の学修の

基礎をなすと同時に，その中核的な科目だということができます。

なお，専門基幹科目は，それぞれの学科固有の科目が多いですが，他学科の学生

が履修し，卒業単位に含むことができる科目もあります。

専門基幹科目を学んだ上で，各学科におけるそれぞれの専門的な知識に対する

ニーズに応えるために，学科ごとに広く開講されている科目が専門展開科目です。

その多くは「選択」科目となっており，学生の皆さんの関心に応じて，自由に組み

合わせて履修することができます。

専門展開科目は，学科ごとに設置されていますが，他学科の科目が当該学科の専

門展開科目として位置づけられている場合もあり，本学のカリキュラムの特徴であ

る「相互乗り入れ」の良さが発揮されているのもこの科目群です。この専門展開科

目を履修することを通じて，学生の皆さんの知識が，深く，広く，まさに展開する

ことが期待されます。

専門展開科目に類似した科目ですが，専門演習関連科目は，「演習」という言葉

が示す通り，少人数で，専門的な理解をより深めることを目的に設置されている科

目です。科目の内容的には，専門性が極めて高いことが特徴ですが，科目によって

は，授業の内容を固定せず，毎年，授業内容が変わるものもあります。

また，この科目には，「ゼミナール」も含まれています。ゼミナールは原則とし

て，どの学科の系統のものも応募することができます。それぞれゼミナールを受験

し，合格すれば，学科の系統が異なるゼミナールで学ぶことが許されています。

以下では，学科ごとの学修について説明していきます。

［専門基幹科目］

［専門展開科目］

［専門演習関連科目］
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新聞学科専門科目の学修（基本となる履修モデル）

卒業に必要な最低単位数 124単位

Ⅰ群 共通科目 6単位
Ⅱ群 総合科目 20単位

Ⅲ群
必修外国語 8単位
選択必修外国語 6単位

Ⅳ群 体育・健康科目 2単位
Ⅴ群 専門基幹科目 32単位

Ⅵ群
専門展開科目　Ⅰ類 20単位
　　　　　　　Ⅱ類 12単位

Ⅶ群 専門演習関連科目 8単位
Ⅰ〜Ⅶ群の中から選択する科目 10単位

新聞学科は，「平和国家として又，文化国家として更正する日本の現状及将来に
とって，新聞の担う使命の重大さに鑑み，新聞に関する科学的研究と新聞人として
活躍せんとする人材の育成を主眼とする」という社会的使命に基づいて，1947（昭
和22）年に設置されました。時代の変遷に伴い，研究・教育の対象とするメディア
は当初想定されていた新聞のみならず出版物やテレビなどマス・メディア全体，広
義のメディアに大きく拡張しています。しかしながら，その社会的使命はいささか
も揺らぐことなく追求され，むしろ拡大・深化しています。70年余の年月を経て，
新聞学科は伝統的なマス・メディアの世界で活躍するジャーナリスト，メディア人
養成は言うに及ばず，広く社会とメディアについての総合的理解を踏まえたコミュ
ニケーターの養成をも視野に入れています。したがって，設置している科目は
ジャーナリストやメディア人養成のための理論，演習的な科目だけではありませ
ん。メディア間の境界を越えて融合現象を示し始めた伝統的メディア（マス・メ
ディア）やデジタル化によって急速に発展し続けている双方向性を持った情報メ
ディア（マルチ・メディアなど），さらにそれらをつなぐ役割を持つ広報や広告の
機能や役割をアップ・トゥー・デートに理解できる科目が設置されています。

新聞学科のカリキュラムでは， 1年次には必修科目の中でも，「新聞学入門」「新
聞学基礎」「コミュニケーション論」「メディアの世界」など，導入的・概論的な科
目から履修することになります。そして 2年次以降では，より専門性の高い科目を
個々の学生の目標に合わせて履修できるように，選択必修科目を組み合わせて学修
する構成となっています。近年のメディア環境・情報環境は，たとえば「放送通
信」というように，メディアやコンテンツなどが複雑に絡み合い，融合し，連携，
連関しています。そのため，ジャーナリズムやメディアを多角的に学ぶ必要があ
り，学修すべき科目の組み合わせは，個々の学生の将来の目標によって異なりま
す。したがって， 2年次から始まるようなコース等の設定はありません。ただし，
「目標」といっても具体的なイメージが持ちにくいかもしれませんので，第 3学期
（ 2年生前学期）の全体ガイダンスの際に，想定される進路に関連づけた履修計画
案を複数提示しています。これらは目安で，拘束するものではありません。これら
の履修計画案を参考にしながら，一人一人の目標に応じて，将来的に有益になるで
あろう科目を選択することで，自分にとって最適なカリキュラムを作ることになり
ます。履修計画に悩んだ場合には，メディア・テクストの基礎の担当教員やゼミ
ナールの担当教員に相談することを勧めます。

１ ．新聞学科の卒業に必要な

最低単位数

２．新聞学科の目的

３．新聞学科の特色

共
通
科
目

総
合
科
目

外
国
語
科
目

体
育
実
技
科
目

法

　
　律

政
治
経
済

新

　
　聞

経
営
法

公
共
政
策

教
職
課
程



−98−

1 つの学期において履修できる単位数の上限は23単位です。

⑴　第 1学期（ 1年生前学期）

Ⅰ群は「自主創造の基礎 1」が必修になっています。これは法学部だけではな

く，日本大学の全学部の初年次教育科目として位置づけられている科目で，必ず

履修しなければいけません。

Ⅱ群は， 2科目 4単位を履修します。Ⅱ群では皆さんの将来の目標や関心に

あった科目を選んでください。例えば，マスコミ関連企業への就職を志望する学

生は，「文章表現演習Ⅰ」を選択します。

Ⅲ群は，必修外国語（英語）から 2科目 2単位，選択必修外国語（独・仏・

中）の中から 1カ国語を選んで 2科目 2単位を履修します。

Ⅳ群は，体育・健康科目 1科目 1単位が必修です。

Ⅴ群は，「メディアの世界」「新聞学入門」「コミュニケーション論」「メディア

と歴史」が必修です。

Ⅵ群では，Ⅱ類の「憲法Ａ」が必修です。また，選択必修として「法学Ⅰ」

「政治学Ⅰ」「行政学Ⅰ」「経済学Ⅰ」「経営学Ⅰ」の中から 1つを選んで履修しま

す。

Ⅶ群には第 1学期の配当科目はありません。

⑵　第 2学期（ 1年生後学期）

Ⅰ群は，「自主創造の基礎 2」が必修です。

Ⅱ群は， 2科目 4単位を履修します。Ⅱ群では皆さんの将来の目標や関心に

あった科目を選んでください。例えば，マスコミ関連企業への就職を志望する学

生は，「文章表現演習Ⅱ」を選択します。

Ⅲ群は，必修外国語（英語）から 2科目 2単位，選択必修外国語（独・仏・

中）の中から 1カ国語を選んで 2科目 2単位を履修します。

Ⅳ群は，体育・健康科目 1科目 1単位が必修です。

Ⅴ群は，「メディア・テクストの基礎」「新聞学基礎」「コミュニケーションと

インターネット」「日本ジャーナリズム史Ⅰ」が必修です。

Ⅵ群は，Ⅰ類の「社会調査」を履修することが可能です（「社会調査」を履修

する場合は，Ⅱ群の履修科目を 1科目減らすことで履修上限23単位の範囲におさ

めます）。Ⅱ類の「憲法Ｂ」が必修です。また，選択必修として「法学Ⅱ」「政治

学Ⅱ」「行政学Ⅱ」「経済学Ⅱ」「経営学Ⅱ」の中から，前学期に履修した科目と

対応するものを履修します。

Ⅶ群には第 2学期の配当科目はありません。

なお，専門科目の履修について相談したいことがある場合は，「メディア・テ

クストの基礎」のクラスを担当する教員に相談してください。

⑶　第 3学期（ 2年生前学期）

Ⅱ群は， 2科目 4単位を履修します。皆さんの将来の目標や関心にあった科目

を選択します。

Ⅲ群は，必修外国語（英語）から 2科目 2単位，選択必修外国語（独・仏・

中）の中から 1カ国語を選んで 1科目 1単位を履修します。

Ⅴ群は，「ニュース英語Ⅰ」「ジャーナリズム論Ａ（ないしは，ジャーナリズム

論Ｂ）」「マス・コミュニケーション論」「メディアと法Ⅰ（または，映像ジャー

ナリズム論）」が必修です。

４ ．新聞学科の学修
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Ⅵ群では，まずⅠ類①〜⑥の区分から 1科目ずつ選択していきます。第 3学期

では， 3つの区分から 3科目 6単位を履修します。Ⅱ類では，第 1学期と第 2学

期で選択した科目に対応する「①法学系」「②政治学・行政学系」「③経済学・経

営学系」の中から， 1科目 2単位を履修します。

Ⅶ群には第 3学期の配当科目はありません。

なお，第 2学期までの必修科目のうち単位を修得できなかったものがあれば，

なるべく早く再履修を済ませてください。

⑷　第 4学期（ 2年生後学期）

Ⅱ群は， 2科目 4単位を履修します。皆さんの将来の目標や関心にあった科目

を選択します。

Ⅲ群は，必修外国語（英語）から 2科目 2単位，選択必修外国語（独・仏・

中）の中から 1カ国語を選んで 1科目 1単位を履修します。

Ⅴ群は，「ニュース英語Ⅱ」「ジャーナリズム論Ｂ（ないしは，ジャーナリズム

論Ａ）」「メディア・コミュニケーション論」「映像ジャーナリズム論（または，

メディアと法Ⅰ）」が必修です。

Ⅵ群は，Ⅰ類①〜⑥の区分のうち，第 3学期で選択しなかった残りの 3区分か

ら 3科目 6単位を履修します。Ⅱ類では，第 1学期から第 3学期で選択した科目

に対応する「①法学系」「②政治学・行政学系」「③経済学・経営学系」の中か

ら， 1科目 2単位を履修します。

Ⅶ群には第 3学期の配当科目はありません。

なお，第 3学期までの必修科目のうち単位を修得できなかったものがあれば，

なるべく早く再履修を済ませてください。

また，第 4学期中（11月頃）に，ゼミナールの入室試験が行われます。自分の

関心のある領域を担当している教員のゼミナールの入室試験を受けてください。

ゼミナールに入室した人は，以後の履修相談はゼミの指導教員に行ってくださ

い。

⑸　第 ５学期（ 3年生前学期）

Ⅰ群は，1科目 2単位を履修します。「キャリア・ディベロップメント」や「イ

ンターンシップ」など，皆さんの将来の目標や関心にあった科目を選択します。

Ⅱ群は， 1科目 2単位を履修します。

Ⅵ群は，Ⅰ類の中から 2科目 4単位を履修します。

Ⅶ群は，ゼミナールに入室していない学生は，「新聞学演習Ⅰ」を履修します。

なお，第 4学期までの必修科目のうち単位を修得できなかったものがあれば，

なるべく早く再履修を済ませてください。

⑹　第 6学期（ 3年生後学期）

Ⅱ群は， 1科目 2単位を履修します。

Ⅵ群は，Ⅰ類の中から 2科目 4単位を履修します。

Ⅶ群は，ゼミナールに入室していない学生は，前学期に履修登録した「新聞学

演習Ⅰ」を引き続き履修します。

Ⅰ〜Ⅵ群の中で卒業に必要な単位を修得できなかったものがないか確認し，再

履修が必要なものは早めに履修してください。なお，就職活動などに使用する

「卒業見込証明書」を取得するためには，第 6学期が終了した時点で88単位を修
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得している必要があります。

⑺　第 7学期（ 4年生前学期）および第 8学期（ 4年生後学期）

Ⅶ群において，ゼミナールに所属している学生はゼミナール論文の提出にむけ

て各自の研究を行います。ゼミナールに所属していない学生は，「新聞学演習Ⅱ」

を履修します。

4年生は「履修下限単位数」が定められており，卒業に必要な単位を満たして

いる場合でも，前学期と後学期それぞれ 4単位以上を履修しなければいけません

（ゼミナールの単位は「履修下限単位数」には含まれない）。

Ⅰ〜Ⅵ群の中で卒業に必要な単位を修得できなかったものがないか確認し，再

履修が必要なものは必ず履修してください。

＜参考＞　上記の履修モデルによる学年別の修得単位数

科目群
1年生 2年生 3年生 4年生

卒業単位
前 後 前 後 前 後 前 後

Ⅰ群　共通科目 2 2 2 6 単位
Ⅱ群　総合科目 4 4 4 4 2 2 20単位

Ⅲ群
必修外国語 2 2 2 2 8 単位
選択必修外国語 2 2 1 1 6 単位

Ⅳ群　体育・健康科目 1 1 2 単位
Ⅴ群　専門基幹科目 8 8 8 8 32単位

Ⅵ群　
専門展開科目　Ⅰ類 6 6 4 4 20単位
　　　　　　　Ⅱ類 4 4 2 2 12単位

Ⅶ群　専門演習関連科目 2 2 2 2 8 単位
Ⅰ〜Ⅶ群の中から選択する科目 ⑷ ⑵ ⑵ ⑵ 10単位

23 23 23 23 14 10 4 4 124単位

※　このモデルは，あくまで卒業に必要な最低単位数であり， 3年生および 4年生において
は，各自のゼミナール論文のテーマや進路に合わせて専門科目や総合科目等を補っていく
ことが望ましい。
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Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ群　新聞学科専門科目履修表（◎印＝必修科目　○印＝選択必修科目　●印＝選択科目）

区分
授　業　科　目 単位

履修開始年次
履　修　方　法

群 類 1年
前期

1年
後期

2年
前期

2年
後期

3年
前期

3年
後期

4年
前期

4年
後期

Ⅴ
群
（
専
門
基
幹
科
目
）

Ⅰ
類
新聞学入門 2 ◎ Ⅴ群より，必修科目32

単位を修得しなければ
ならない。

新聞学基礎 2 ◎

Ⅱ
　
類

メディアの世界 2 ◎
メディア・テクストの基礎 2 ◎
ニュース英語Ⅰ 2 ◎
ニュース英語Ⅱ 2 ◎

Ⅲ
　
類

コミュニケーション論 2 ◎
コミュニケーションとインターネット 2 ◎
メディアと歴史 2 ◎
日本ジャーナリズム史Ⅰ 2 ◎
ジャーナリズム論Ａ 2 ◎
ジャーナリズム論Ｂ 2 ◎
マス・コミュニケーション論 2 ◎
メディア・コミュニケーション論 2 ◎
映像ジャーナリズム論 2 ◎
メディアと法Ⅰ 2 ◎

Ⅵ
群
（
専
門
展
開
科
目
）

Ⅰ
　
類

①
文章作法 2 ○ Ⅰ類より，①〜⑥の区

分から選択必修科目各
2単位以上，計20単位
以上を修得しなければ
ならない。

社会調査 2 ○
メディア調査 2 ○

②

メディアと社会 2 ○
メディアと文化 2 ○
情報の科学Ⅰ 2 ○
政治コミュニケーション 2 ○

③
東アジア・メディア研究 2 ○
グローバル・コミュニケーション 2 ○
地域社会とメディア 2 ○

④
外国ジャーナリズム史 2 ○
メディア史 2 ○
日本ジャーナリズム史Ⅱ 2 ○

⑤
ジャーナリズム倫理Ⅰ 2 ○
メディアと法Ⅱ 2 ○
コミュニケーション政策Ⅰ 2 ○

⑥

メディア産業 2 ○
出版研究 2 ○
広告広報研究 2 ○
放送研究 2 ○
コンテンツ・ビジネス 2 ○

情報の科学Ⅱ 2 ●
ジャーナリズム倫理Ⅱ 2 ●
コミュニケーション政策Ⅱ 2 ●
新聞学特論A 2 ●
新聞学特論B 2 ●
新聞学特論C 2 ●
新聞学原書研究 2 ●
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区分
授　業　科　目 単位

履修開始年次
履　修　方　法

群 類 1年
前期

1年
後期

2年
前期

2年
後期

3年
前期

3年
後期

4年
前期

4年
後期

Ⅵ
群
（
専
門
展
開
科
目
）

Ⅱ
　
類

憲法Ａ（人権） 2 ◎ Ⅵ群Ⅱ類より，必修科
目 4単位，①法学系，
②政治学系，③経済学
系のいずれか一つの区
分において，選択必修
科目から 4単位以上，
計12単位以上を履修し
なければならない。

憲法Ｂ（統治機構） 2 ◎

①
法
学
系

法学Ⅰ 2 ○
法学Ⅱ 2 ○
刑事法Ⅰ 2 ●
刑事訴訟法Ⅰ 4 ●
民法総則 2 ●
物権・担保物権法 2 ●
民事訴訟法Ⅰ 4 ●
商法Ⅰ（会社法Ⅰ） 4 ●
法情報学Ⅰ 2 ●
知的財産法Ｄ（著作権）Ⅰ 2 ●

②
政
治
学
系

政治学Ⅰ 2 ○
政治学Ⅱ 2 ○
行政学Ⅰ 2 ○
行政学Ⅱ 2 ○
政治学原論 2 ●
現代政治理論 2 ●
国際政治学Ⅰ 2 ●
国際政治学Ⅱ 2 ●
アジア政治論 2 ●
日本政治論Ⅰ 2 ●
日本政治史Ⅰ 2 ●
立法過程論 2 ●
地方自治論Ⅰ 2 ●
行政広報論 2 ●

③
経
済
学
系

経済学Ⅰ 2 ○
経済学Ⅱ 2 ○
経営学Ⅰ 2 ○
経営学Ⅱ 2 ○
ミクロ経済学Ⅰ 2 ●
マクロ経済学Ⅰ 2 ●
国際経済論Ⅰ 2 ●
国際経済論Ⅱ 2 ●
マーケティング論Ⅰ 2 ●
国際マーケティング論Ⅰ 2 ●
コーポレート・ファイナンス論Ⅰ 2 ●

Ⅶ
群（
専
門
演
習
関
連
科
目
）

─
新聞学演習Ⅰ 4 ○ Ⅶ群より，選択必修科

目 8単位以上を修得し
なければならない。

新聞学演習Ⅱ 4 ○
ゼミナール 8 ○

備考
上記の履修方法により修得しなければならない単位（72単位）の他，Ⅰ群からⅦ群より10単位以上を修得しなければ
ならない。
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共
通
科
目

総
合
科
目

外
国
語
科
目

体
育
実
技
科
目

法

　
　律

政
治
経
済

新

　
　聞

経
営
法

公
共
政
策

教
職
課
程

卒業の認定に関する方針

教育課程の編成及び実施に関する方針構成要素
（コンピテンス）

能力（コンピテンシー）

豊かな教養・知識に
基づく高い倫理観

〔DP- 1 〕
社会人として必要な教養と社会科学の知識
を修得し，法令遵守の精神と高い倫理観に
基づいて，自らの使命・役割を果たすこと
ができる。

〔CP- 1 〕
「ジャーナリズム」「メディア」「コミュニケーション」をめぐ
る学問（以下，「新聞学」という）に係る専門的な知識を学ぶ
力を養成し，規範と高い倫理観に基づいて情報を取り扱うこと
ができる人材を育成する。

日本及び世界の社会
システムを理解し説
明する力

〔DP- 2 〕
日本及び世界の法，政治，行政，経済及び
ジャーナリズムの仕組みと，それが直面し
ている問題を理解し，説明することができ
る。 

〔CP- 2 〕
日本及び世界における新聞学に係る諸問題を理解し，説明する
ことができる人材を育成する。

論理的・批判的思考
力

〔DP- 3 〕
社会科学の基礎的知識を基に，論理的，科
学的，合理的かつ批判的な考察を通じて，
新たな「知」の創造に寄与することができ
る。

〔CP- 3 〕
社会を客観的かつ批判的に捉えて考察し，論理的に結論を導き
出す力を養成する。

問題発見・解決力 〔DP- 4 〕
社会・共同体のさまざまな営みに自ら積極
的にかかわる中で，事象を注意深く観察し
て問題を発見し，解決策を提案することが
できる。

〔CP- 4 〕
自ら問題を発見し，問題に対する解決策を考え，積極的に提案
することができる人材を育成する。

挑戦力 〔DP- ５ 〕
法規範をはじめとする社会システムに関す
る専門的知識を基に，あきらめない気持ち
をもって，より良い社会・共同体の創造に
果敢に挑戦することができる。

〔CP- ５ 〕
新聞学に係る専門的な知識を基に，率先してより良い社会の構
築に寄与しようとする人材を育成する。

コミュニケーション
力

〔DP- 6 〕
多様な伝統・文化・環境に育まれた他者の
気質，感性及び価値観を理解・尊重し，社
会・共同体の中で積極的にコミュニケー
ションを実践し，自らの考えを伝えること
ができる。

〔CP- 6 〕
他者を尊重し，ジャーナリズムやメディアに係る現場など，実
社会において適切なコミュニケーションを実践することができ
る人材を育成する。

リーダーシップ・協
働力

〔DP- 7 〕
社会・共同体のさまざまな活動において，
より良い成果を上げるために，お互いを尊
重し，自らすすんで協働するとともに，
リーダーとして協働者の力を引き出し，そ
の活躍を支援することができる。

〔CP- 7 〕
あらゆる場面において，率先してリーダーシップを発揮して，
より良い成果をあげるよう尽力することができる人材を育成す
る。
ジャーナリズムやメディアに係る現場などの実社会において，
自らすすんで協働することができる力を養成する。

省察力 〔DP- 8 〕
他者からの評価を謙虚に受け止め，自己の
活動がより良い社会・共同体の創造に貢献
することができたかを振り返ることによ
り，生涯にわたり，社会人としての自己を
高めることができる。

〔CP- 8 〕
自ら行動すべきことを計画し実践することができ，自らの行動
を振り返ることで，自己目標を実現しようとたゆまずに努力す
ることができる人材を育成する。

〔ＣＰ〕カリキュラム・ポリシー：教育課程の編成及び実施に関する方針
〔ＤＰ〕ディプロマ・ポリシー：卒業の認定に関する方針

新聞学科　教育課程の編成及び実施に関する方針
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科
目
群
の
学
修

・
教
育
目
標

前
期

後
期

1
年

2
年

前
期

後
期

3
年

前
期

後
期

4
年

前
期

後
期

＜
基
礎
系
＞

文
章
の
書
き
方
，
ニ
ュ
ー
ス
英
語
，
調
査

技
法
，
社
会
科
学
の
基
礎
を
含
め
，
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ

デ
ィ
ア
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
を
つ
く
る
。

＜
理
論
系
＞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
理
論
お
よ
び
理

論
的
側
面
か
ら
み
た
現
象
に
つ
い
て
学
修

す
る
。

＜
歴
史
系
＞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
メ
デ
ィ
ア
の
成
立
，

発
展
過
程
を
歴
史
的
な
側
面
か
ら
学
修
す

る
。

＜
制
度
系
＞

産
業
や
法
制
度
な
ど
，
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

や
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
制
度
的
側
面
に
関

し
て
学
修
す
る
。

＜
新
聞
学
に
係
る
周
辺
領
域
＞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
た
め
の

足
が
か
り
と
な
る
社
会
科
学
の
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
を
学
修
す
る
。
　

メ
デ
ィ
ア
の
世
界

新
聞
学
入
門

新
聞
学
基
礎

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
調
査

メデ
ィア
・テ
クス
トの
基
礎

文
章
作
法

メ
デ
ィ
ア
調
査

メデ
ィア
・コ
ミュ
ニケ
ーシ
ョン
論

政
治
コミ
ュニ
ケー
ショ
ン

地
域
社
会
と
メ
デ
ィ
ア

メ
デ
ィ
ア
と
文
化

ジャ
ーナ
リズ
ム論
A
/B

情
報
の
科
学
Ⅱ

東
アジ
ア・
メデ
ィア
研
究

映
像
ジャ
ーナ
リズ
ム論

メ
デ
ィ
ア
と
法
Ⅰ

メ
デ
ィ
ア
産
業

メ
デ
ィ
ア
と
法
Ⅱ

ジャ
ーナ
リズ
ム倫
理
Ⅰ

ジャ
ーナ
リズ
ム倫
理
Ⅱ

コミ
ュニ
ケー
ショ
ン政
策
Ⅰ

コミ
ュニ
ケー
ショ
ン政
策
Ⅱ

放
送
研
究

広
告
広
報
研
究

出
版
研
究

コ
ン
テ
ン
ツ・
ビ
ジ
ネ
ス

憲
法
A

憲
法
B

ニ
ュ
ー
ス
英
語
Ⅰ

マス
・コ
ミュ
ニケ
ーシ
ョン
論

ジャ
ーナ
リズ
ム論
A
/B

メ
デ
ィ
ア
と
社
会

情
報
の
科
学
Ⅰ

グロ
ーバ
ル・
コミ
ュニ
ケー
ショ
ン

ニ
ュ
ー
ス
英
語
Ⅱ

メ
デ
ィ
ア
史

日
本
ジャ
ー
ナリ
ズ
ム史
Ⅱ

外
国
ジャ
ー
ナリ
ズ
ム史

メ
デ
ィ
ア
と
歴
史

日
本
ジャ
ーナ
リズ
ム史
Ⅰ

法
学
Ⅰ

法
学
Ⅱ

政
治
学
Ⅰ

政
治
学
Ⅱ

行
政
学
Ⅰ

行
政
学
Ⅱ

経
済
学
Ⅰ

経
済
学
Ⅱ

経
営
学
Ⅰ

経
営
学
Ⅱ

刑
事
法Ⅰ
/刑
事
訴
訟
法Ⅰ
/民
法
総
則
/物
権・
担
保
物
権
法
/民
事
訴

訟
法Ⅰ
/商
法Ⅰ
（
会
社
法
）/
法
情
報
学Ⅰ
/知
的
財
産
権
法
D（
著
作
権
）

政
治
学
原
論
/現
代
政
治
理
論
/国
際
政
治
学Ⅰ
・Ⅱ
/ア
ジ
ア
政
治
論
/日
本

政
治
論Ⅰ
/日
本
政
治
史Ⅰ
/立
法
過
程
論
/地
方
自
治
論Ⅰ
/行
政
広
報
論

ミク
ロ
経
済
学Ⅰ
/マ
クロ
経
済
学Ⅰ
/国
際
経
済
論Ⅰ
・Ⅱ
/マ
ー
ケ
ティ
ン

グ
論Ⅰ
/国
際
マ
ー
ケ
ティ
ング
論Ⅰ
/コ
ーポ
レ
ート
・フ
ァイ
ナン
ス
論Ⅰ

新
聞
学
特
論
A
/B
/C

新
聞
学
特
論
A
/B
/C

新
聞
学
特
論
A
/B
/C

新
聞
学
原
書
研
究

【
第
５
セ
メ
ス
タ
ー
以
降
の
履
修
に
関
す
る
注
意
】

　
以
下
に
示
す
＜
専
門
演
習
系
＞
の
単
位
を
修
得
す
る
ほ
か
，
自
ら
の
研
究
計
画
お
よ
び
就
職
（
進
路
）
に
必
要
な
「
知
識
・

技
能
・
態
度
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
，
Ⅵ
群
の
専
門
展
開
科
目
（
必
要
に
応
じ
て
総
合
科
目
や
他
学
科
の
専
門
科
目
）
を
選

択
す
る
こ
と
。
な
お
，
第
５
セ
メ
ス
タ
ー
以
降
に
は
，
よ
り
専
門
的
な
内
容
を
扱
う
新
聞
学
特
論
や
，
大
学
院
進
学
や
留
学
を

目
指
す
学
生
向
け
に
新
聞
学
原
書
研
究
が
展
開
さ
れ
る
。

＜
専
門
演
習
系
＞

第
５
セ
メ
ス
タ
ー
（
３
年
次
前
期
）
以
降
，
専
門
演
習
関
連
科
目
（
Ⅶ
群
）
に
お
い
て
次
の
①
②
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

①
学
修
目
標
お
よ
び
進
路
に
あ
わ
せ
て
，
専
任
教
員
に
よ
る
２
年
間
継
続
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
選
択
し
，
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
を
提

出
す
る
。

②
学
修
目
標
お
よ
び
進
路
に
あ
わ
せ
て
，
新
聞
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
を
選
択
し
た
上
で
，
当
該
授
業
内
に
お
い
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文

に
相
当
す
る
リ
サ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
す
る
。

新
聞
学
演
習
Ⅰ

新
聞
学
演
習
Ⅱ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

新
聞
学
科
　
履
修
系
統
図


	R3学部要覧_Part62
	R3学部要覧_Part97
	R3学部要覧_Part98
	R3学部要覧_Part99
	R3学部要覧_Part100
	R3学部要覧_Part101
	R3学部要覧_Part102
	R3学部要覧_Part103
	R3学部要覧_Part104



